
プレスリリース【報道資料】 

２０２３年１月２７日 

一般社団法人 国立大学病院長会議 

 

本邦初！生産国・生産地域が地図で一目瞭然 

 ～ＰＰＥ（感染防護用品）データベースＷＥＢサイトを公開します～ 

 

一般社団法人国立大学病院長会議では、サプライチェーンの多元化の可能性およびサプ

ライチェーンの強化を目的とし、生産から使用まで一気通貫で俯瞰できる「ＰＰＥ（感

染防護用品）データベース」ＷＥＢサイト（https://ms.nuhc-portal.jp/）を、 

１月３０日（月）９：００～に公開いたします。 

 

私たちは、２０２０年度から「感染防護用品調達安定化事業」を開始し、特に、医療材料が安定供給さ

れるように取り組んでいます。その中で、各製品の生産国・生産地域・国内在庫数等の必要な情報を提

供するデータベースが必要であると考えました。なぜなら、目の前にある手袋がどこで作られ、どこか

ら来たのか知らずに使っており、しかも、国内生産されている製品がほとんどない、ということが分か

ったからです。そこで、本邦初の試みとして、生産国・生産地域・国内在庫数等の情報を提供する「Ｐ

ＰＥ（感染防護用品）データベース」を構築し、ＷＥＢサイトを公開することとなりました。「ＰＰＥ

（感染防護用品）データベース」ＷＥＢサイトでは、何がどこで作られているか、ＷＥＢ上の地図を一

目見れば、はっきりと分かりますので、購入の際の判断材料の一つとすることができます。この、「Ｐ

ＰＥ（感染防護用品）データベース」には、国立大学病院において購入実績のあるエプロン、ガウン、

マスク、手袋が製品別に掲載されています。データベース構築にあたっては、「使用者」である国立大

学病院の購入実績データベースと、「販売業者」である日本医療機器販売業協会の商品マスタデータベ

ースを結合し、「製造業者」から情報提供していただいた、生産国・生産地域、国内在庫数の情報をデ

ータに付加しております。なお、生産地域まで開示いただいた「製造業者」は４９社、開示品目数は

１,１８４件（２０２３年１月３０日現在）となる予定です。 

 

『新型コロナウイルス感染症に関するこれまでの取組を踏まえた次の感染症危機に備えるための対応の方向性（令和４年

６月１７日新型コロナウイルス感染症対策本部決定）』では、「６. 医療用物資等の確保の強化」において、個人防護具等

のサプライチェーンの把握、計画的な備蓄等について枠組みを整備することが記載されています。この「ＰＰＥ（感染防

護用品）データベース」ＷＥＢサイトを活用することで、この方向性の一助となれば幸甚です。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

国立大学病院長会議とは…国立大学病院長会議は、国立大学附属病院、国立大学医学部附属病院、国立大学歯

学部附属病院、国立大学附置研究所附属病院の４２大学４４病院が会員として参加している組織です。 

（ホームページ http://nuhc.jp/） 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

本件に関する問い合わせ先、さらに詳しい資料が必要な場合は… 

一般社団法人 国立大学病院長会議 事務局  TEL：03-5684-1601  E-mail:ppe@nuhc.or.jp  

一般社団法人 国立大学病院長会議事務局 

〒113-0033 東京都文京区本郷 3-25-13 グランフォークス V 本郷ビル 5F 

  E-mail:ppe@nuhc.or.jp 
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